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株式会社ジャパン・エンダストリアル
広報担当エンナビくん

⽐企光学様は設⽴当初から⼩レンズの製造及び機械加⼯を⾏
い、グループ会社の⽐企オプティクスは⼤⼝径レンズの製造
を⾏っています。A I検査装置やIoTデバイスの⾃社開発を積極
的に進め、絶え間ない新たな挑戦を続けています。



ものづくりの世界をより豊かにするために、⽣産性向上、品質改善など、数多
の企業様が抱える課題を解決するサービスを展開し、製造業を⽀える。それが、
株式会社ジャパン・エンダストリアルの使命です。
ものが作られる⼯程とは⾮常に美しいものです。例えば、⼿元の完成した商品ひ
とつとっても、そこにある⼩さなネジは、多くの⼈の⼿によって磨き上げられ完
成し、それがまた、別の⼈の⼿に渡り、新たな部品となる。その部品も、厳しい
品質チェックをクリアして完成し、別のものへ姿を変える。そんなものづくりの
⼯程にも、それらを通じて完成した商品⾃体にも、私はいつも圧倒され、魅了さ
れます。
技術畑出⾝ではない私が、こんなにも、ものづくりに魅了されるのは、学⽣時
代の経験に原点があるのかもしれません。野球でひたすら素振りを繰り返してい
たら、協⼒してくれる仲間が出来、優勝することができた。知らないことでも、
コツコツと学んでいけば、段々とできることが増えていき、⼤きなことを実現で
きるようになった。⼩さなものから丁寧に積み上げてなにかを⽣み出すという経
験を、ものが作られる⼯程に重ねているのでしょう。
前職でも、私は多くの製造業の企業様を⽀援させていただきました。しかし、
もっと直接的に、ものづくりの⼯程をサポートしたいと思うようになり、2019年
に独⽴、起業をしました。
今年で創業2期⽬。駆け出したばかりの企業らしく、パートナー企業とともに
コツコツと実績を積み重ねながら、お客様以上にお客様を想うことを⼤切にして
います。多くのお客様のものづくりの⽀援をさせていただけていることに感謝を
申し上げるとともに、今後とも、ものづくりの世界をより良くするため邁進して
参りしたいと思います。

株式会社ジャパン・エンダストリアル
代表取締役社⻑ 杉⼭純⼀
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理念：ものづくりの世界をより豊かに
EMPOWERING MANUFACTURING INDUSTRIES

代表挨拶



スマート⼯場とは、⼯場内の機械や⽣産ラインなどの設備をネット
ワーク（インターネット）で接続し、IoT化することで⽣産効率や品質管理の
向上を図る⼯場を意味します。

はじめに

スマート⼯場の実現に向けた取り組みにはコストや⼈材不⾜などの様々な課
題がある⼀⽅、課題をクリアするために様々な施策に挑戦している企業が⽣
まれています。

それら企業のなかから、コストや⼈材⾯の課題を克服
し、今もなお変化し続ける⽐企光学株式会社代表取締
役・栁瀬⽒に「なぜスマート⼯場を⽬指すのか」「⽬指
す取り組みのなかでどのような経験や施策を⾏ってきた
のか」など、実際に取り組んでいるからこそわかること
をインタビューしてきました。
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⼈物紹介
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2013年に株式会社リンクコーポレイトコミュニケー
ションズ（リンクアンドモチベーショングループ）⼊
社。プランナーとして、⽇本の⼤⼿メーカーのコーポ
レートブランディング（IR・理念浸透・採⽤）の⽀援
に従事。2019年に株式会社ジャパン・エンダストリア
ルを設⽴。

⼤⼿建材メーカーで9年間の営業職を経験後、2005
年に⽗の経営する⽐企光学(株)（光学ガラスレンズ製
造）へ ⼊社。同年7⽉グループ会社である有限会社⽐
企オプティクスを⽴ち上げる。2013年8⽉⽐企オプト
グループの代表取締役に就任。

⽐企オプトグループ

代表取締役 栁瀬 満邦⽒
株式会社ジャパン・エンダストリアル

代表取締役社⻑ 杉⼭ 純⼀



当時感じていた⼯場の課題とは そのため、旋盤機のロボットの設置やバレル
研磨機へのIoT導⼊も、外注ではなく⾃分たち
でやろうと考えていました。

杉⼭：全く違う分野への参⼊に対して、失敗
への不安はありませんでしたか？

柳瀬：いいえ、むしろ、失敗をたくさん集め
ようと考え、周囲にもそう伝えていました。

誰もが失敗はしたくない。だから無難なとこ
ろに⾏きがちです。

しかし、失敗を集めようという気持ちを持っ
ていれば、いろいろなことに挑戦できると思
いました。ロボットもIoTも、当時の弊社に
とっては未知なる分野。だからこそ、チャレ
ンジを⼤切にしましたね。

杉⼭：なるほど、切削加⼯分野に進出した当
時、社員の反応はどうだったのでしょうか？

柳瀬：社員の抵抗感はそれほど感じませんで
したね。社員も変わっていかなければならな
いと認識していたのだと思います。

とは⾔っても、レンズの仕事が減ってどうし
ようもない状況のなか、新しい分野の事業で
はわからないことばかりでした。

私とあと2⼈、社員をピックアップして、1ヵ
⽉半ほど泊まり込みで別の会社に研修に⾏っ
たこともありましたね。

杉⼭：すごいですね。1ヵ⽉半、完全に会社
を留守にしたことで、社員さんたちの⼼境に
も変化が⽣まれたのですね。

柳瀬：そうですね。切削加⼯での「新しいこ
とへの挑戦」という経験があったことで、ロ
ボットやIoTといった新しい分野にも挑戦でき
ているのだと感じています。
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SWOT分析

SWOT分析を⾏うことで、常に⾃分ごととして
捉えたいという気持ちを再確認しました。そこ
から今の経営理念の1つでもある「⾃ら考え、
⾃ら⾏動し、⾃ら成⻑する」が誕⽣しました。

杉⼭：⽐企光学様は、レンズのプレス成形事
業から⾦属加⼯事業への参⼊、旋盤機のロ
ボットの設置や研磨機へのIoT導⼊等、様々
な挑戦をされてきていますが、挑戦するきっ
かけについてお話しいただけますか。

柳瀬：きっかけは、2008年のリーマンショッ
クです。2009年までは、それほど影響があり
ませんでしたが、2010年から注⽂が減少して
いき、厳しい経営状況になっていきました。

仕事の量としては、週に2、3⽇働いてもらえ
れば⼗分でした。休業補償などでなんとかし
のいでいる状況でした。少しずつ景気が上向
くと⾔われてはいたものの、復活したとして
も5年後、10年後にはまた同じことが起きる
のではないかと危機感がありましたね。

柳瀬：はい。切削加⼯を⽪切りに、ロボッ
ト、IoT、A Iと様々な分野に取り組んでいきま
した。きっかけの1つは、⾃分と会社の強
み・弱みを書き出す、SWOT分析です。

杉⼭：そこで本業のレンズの注⽂が減少する
なかで、新しい分野、NC旋盤を使った⾦属の
切削加⼯分野に進出されたのですね。



しかしロボットにしても、A IにしてもIoTにし
ても、決してデジタルな部分だけではありま
せん。根底にはアナログな部分が絶対に必
要。そのときに、若⼿がベテランの⼈間にア
ナログなことを質問したり、打ち合わせのと
きに⼀緒に⾏っていたりすると「あ、うまく
回り始めているな」といった感覚が出てきま
した。

計画してつくろうと思ったわけではありませ
んが、結果としていい体制づくりができたと
感じています。

杉⼭：『事業戦略室』の⽴ち上げも、体制づ
くりの⼀環ですね。

栁瀬：そうですね。最初は当然1⼈でやってい
ましたが、⼿⼀杯になって、幅が広がらなく
なるタイミングがある。⾃分がやらないこと
を決めることが重要だなと。つまり誰かに任
せることが⼤事であると感じました。

そこで普段は作業着で現場にいる⼈間を引っ
張り上げて「明⽇からスーツで来てくれよ」
と伝えました。様々な場所に連れて⾏くこと
で、何かが派⽣しそうな気配が⽣まれていま
す。

そういう意味で、1⼈ピックアップして、少し
ずつ彼に任せたりチャレンジさせたりしてき
ました。これまで1⼈でやっていたことが2⼈
分になるだけでなく、彼は彼で、任されたこ
とでチャレンジしたり失敗したりといった繰
り返しが⾃動的にできているので、狙い通り
です。

杉⼭：新しい体制をつくるなかで、⼀番必要
だと感じたことは何でしたか？

柳瀬：エネルギーです。新しい取り組みをし
ていると⼤⼩さまざまな壁の連続です。⾮常
に困難なこともあって1⼈で継続するには、な
かなか難しい。

ただ、決して1⼈ではなく私には多くの従業員
がいます。「あいつが頑張っているから私も
頑張ろう」ともう少しやってみようという気
持ちになれることが⼤事だと思っています。
従業員メンバーの存在の⼤きさ、重要性を改
めて感じました。

杉⼭：外部とのパイプが⽣まれたことも⼤き
な成果のひとつですね。
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杉⼭：他の観点からの課題や、チャレンジし
たからこその気づきがあれば教えて下さい。

柳瀬：プログラミングに関しては、苦労しま
した。短期間で知識をつけることはやはり難
しく、その後も少しずつ時間をかけて習得中
といったところです。

あとは、従業員全員に⾏ってもらった外部機
関の研修。多いときには、年に100回ぐらい。
そのなかで、いろいろなことを吸収してくれ
たので、1つの体制をつくる上で、とても意味
がありましたね。

杉⼭：若⼿にとってのチャンスの場も⽣まれ
たと伺いました。

柳瀬：従来と同じ仕事だけをやっていると、
ベテランの⼒を頼りがちになる。しかし、新
しい分野、新しい事業を始めようとなると、
⽇頃からデジタルの世界に慣れている若⼿が
台頭してきますから、ちょうどいい機会だな
と。



⽐較的強い光をレンズに当て、内部の様々な
⽋陥を⾒抜く作業です。

しかし、熟練の技術が必要で、すぐに習得で
きるものではありません。また、⻑時間の作
業なので担当者の負担が⼤きいなと感じてい
ました。

この問題を解決するため、AIを使った⾃動検
査装置の開発に着⼿しました。

杉⼭： A Iに関しては導⼊すれば、すぐに何か
解決したり⾃動化したりするものではなく、
まず相当な⼿間と時間がかかると聞いたこと
があります。

栁瀬：データ化に関する課題は、かなり⼤き
いですね。ただ、私たちがつくっているA Iの
検査装置は、⼈間の検査レベルにまでは到達
しないと思います。

それだけ担当者の技術レベルは⾼いのです。
まずは⼈間が⾏う作業の⼤変さを軽減するた
めに使いたいなと。

たとえば、最初にA Iの検査装置が粗検査をす
る。そして、合格したものだけを⼈間が⾒直
す。⼈間の作業を少しだけA Iが補い、⼈間の
空いた時間を別の付加価値の⾼い仕事に取り
組めるようなかたちにしたいと、取り組んで
いる最中です。
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栁瀬：思い返せば、レンズだけに⽬を向けて
いた時期には、全く外部機関との関わりがあ
りませんでした。

しかし、新しいことにチャレンジするにあ
たっては、⾃ずと質問に⾏くことが増え、パ
イプができていくと感じました。こういうこ
とに困ったら、どこの機関のあの⼈に聞いて
みようと思えるところまで進んでいます。

⽇頃から交流を持とうと、トップが機関セミ
ナーに参加するなど、⾏動に移すことはとて
も重要だと感じましたね。

スマート⼯場への取り組み

杉⼭：スマート⼯場に関しては、実際にどの
ような取り組みをされましたか？

栁瀬：まず、23時間ほど⾃動で動くロボット
を設置しました。外部に委託するのではな
く、⾃社で作り上げたことで、初期コストも
抑えることができましたね。

また、23時間いつでも動いてくれることで、
売り上げ、利益⾯からも⼤きな効果が出てい
ます。

杉⼭：⾃社でつくったことで、より⼤きな効
果が⽣まれた印象ですね。

栁瀬：「⾃分たちでやったらできた」とい
うことは、⼤きな副産物であり、社内に残っ
た財産です。

繰り返しになりますが、失敗や悩みが常に覆
いかぶさってくる経験、メンバーの成⻑も、
取り組みの効果として実感しています。

杉⼭：AIに関する具体的な取り組みを教えて
いただきたいです。

栁瀬：レンズ事業の検査⼯程について導⼊
し、精度を上げている最中です。今までレン
ズの検査は、担当者の⼈間が1個ずつ時間を
かけて確認していました。



今後⽐企光学が⽬指す姿とは

杉⼭：コロナ禍により世界全体で経済などに
ダメージがある状況ですが、そのなかで⽐企
光学が影響を受けた部分、新たに気づいた課
題などはありますか？

栁瀬：切削をはじめとした新たなチャレンジ
分野に関しては、それほど影響は出ていませ
ん。

ただ、レンズ部⾨に関しては、⼤きな影響が
あり、改めてレンズと機械加⼯以外にも取り
組まなければいけない状況であることを痛感
しました。そういう意味で、AIやIoT、ロボッ
トへの取り組みは間違っていなかったと。い
かに次の柱として育てていくかという段階で
す。

杉⼭：お話のなかにも「⼼折れそうなとき」
「失敗」といったフレーズが何回か出てきて
いましたが、モチベーションを保つための取
り組みがあれば教えていただきたいです。

栁瀬： 1つは眠ること。睡眠は⼤事ですよ。
ただ、モチベーション維持には、特効薬や解
決⽅法はないと思います。やり続けるしかな
い。

私もあれば知りたいですがないと思います。
やらざるをえない状況下でやり続けること
で、上げているのではないかな。

杉⼭：睡眠は⼤事ですね！レンズから切削分
野に進出する際、コンサルタントのところに
勉強しに⾏かれたと伺いました。

栁瀬：全然関連のない事業を始めるわけです
から、周囲の反応は芳しくありませんでし
た。
ただ、こちらとしてはもうやらざるをえない
状況だったわけです。
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杉⼭：定期的に勉強会のような場を開催され
ているのですか？

栁瀬：勉強会というほどではありませんが、
A Iに携わっている⼈とは、話す機会が多いで
す。⾃分たちの仕事が終わったあと、意⾒を
突き合わせたり、数⼈で集まって勉強した
り。

あとは、研修に向かう⾞内で話すことも多い
です。他愛のない会話が⾮常に有効だったり
しますから。

杉⼭：⽇頃から従業員の⽅の興味、意欲に対
して関⼼を持ち、コミュニケーションを積極
的に取るように意識していらっしゃるのです
ね。

栁瀬：そうですね。メンバー同⼠の会話を増
やしたいと思う場合は、あえて2⼈で研修に参
加させたりもします。うまくいくときばかり
ではありませんが、コミュニケーションは⼤
切にしていますね。

杉⼭：様々な取り組みを実施されています
が、栁瀬さんご⾃⾝の情報収集⽅法、アイデ
アの⽣み出し⽅についても教えてください。

栁瀬：外部セミナーに⾏くことがひとつ、あ
とはメルマガを活⽤したネットでの情報です
ね。セミナー、勉強会、イベントに関して
は、アンテナを張った上で、取捨選択しなが
ら参加しています。

もう1つは、定期的に⾃分を定点観測できる仕
組みづくりです。ある⼈と年に数回、⾯談を
してもらっています。定期的に会うことで、
強制的にアウトプットできる。アウトプット
することで、⾃動的にインプットできるイ
メージですね。

⾃分がやりたいことに気づいて整理すると、
道筋が⾒えてくる。3Dプリンターだったらま
ず3DCADの勉強だよね、という感じです。

アイデア発想の秘訣

メルマガ外部セミナー 定点観測



⾔われたことが強く印象に残っていると伺い
ました。

栁瀬：はい。正直、レンズだけで潤沢に注⽂
があった時代は、別の分野への進出など、全
く想定していませんでしたね。

その後、リーマンショックを経て、思い出し
たのが、部⻑のその⾔葉です。⽔の中にいる
カエルは、段々熱せられても気持ちよくて出
ていかない。

そのうち熱湯になって死んでしまう。ぬるま
湯に浸かっている⾃分⾃⾝と重ね合わせたこ
とが、切削の分野に結びついた印象です。

杉⼭：変化せず、従来通りやっていた⽅が楽
だと感じる気持ちは、よくわかります。

栁瀬：そうですよね。周りの経営者の⽅を⾒
ていても、それなりの受注があるところは安
定していますし、⾮常にうらやましく思える
部分が時折芽⽣えてくるのも事実です。

なんでこんなに⼤変なのかと。でも、やっぱ
りそこは変わらざるをえない。ただ、現状を
壊してでも、新しいことをやらざるをえない
困難な状況が来ることは、⾒⽅を変えれば、
ありがたいことかなと。

⾃分⾃⾝でこの場⾯をつくろうと思っても絶
対にできないわけですから。

杉⼭：変われるチャンスであり、失敗できる
⼟俵であり。

栁瀬：そう考えることが⼤事なんじゃないか
と。やったことがないことをやる。より多く
の失敗を集める。その地道な繰り返しをする
ことで、成⻑できると私⾃⾝は信じていま
す。新しい分野、スマート⼯場への取り組み
に対して進めていらっしゃる⽅がおられれ
ば、⼀緒に、同じ気持ちを持ってやっていき
たいと思っています。
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有名なコンサルの⽅のところにも、⾜繁く
通って勉強していました。懇親会の席で直
接、現在の会社の事業内容や新しい取り組み
を話して「どう思われますか？」と聞いてみ
たことがありました。

杉⼭：反応はいかがでしたか？

栁瀬：⼀⾔、「絶対にやっちゃいけない戦略
だね」と軽く⾔われました。ヒト・モノ・カ
ネが分散するし、従来の事業の延⻑戦上にな
いので絶対にダメだと。

確かにそうかもしれません。しかし「もう絶
対ダメだね」と⾔われたことが、すごく頭に
残っています。その悔しさは、今思い返せ
ば、⼤きなモチベーションになっています。

いつか、その⼈のところに⾏って「成功した
よ」「この事業、うまくいったよ」と伝える
のが⽬標です。

杉⼭：なるほど。悔しさも⾃分の強さに変え
るということですね。

それでは最後に、新しい分野に取り組まれて
いる⽅、始めようとされている⽅にメッセー
ジをお願いできますでしょうか。

栁瀬：新しいことに取り組まれている⽅は、
数多くいらっしゃることでしょう。そういっ
た⽅に申し上げるとすれば、新しく何かを始
めるということは、少なからず、たとえ半歩
でも⾜が前に出ている証拠です。

私⾃⾝の思いとして、常に⼼折れそうな時期
がやってきます。そのときに「新しいことを
やっているということは、半歩でも前に出て
いる。後ろには向かっていないぞ！」と、⾃
分に⾔い聞かせているわけです。

杉⼭：社⻑就任前のサラリーマン時代、厳し
い部⻑に「お前らは茹でガエル現象だ」と⾔



社内プロジェクトを⽴ち上げ、ロボットの⾃社開発を⾏うことで会社を
⽀える新しい柱を作り上げました。

そして、現状に満⾜することなく検査⼯程へのA I導⼊を実⾏。23時間動
くロボットの導⼊により、⽣産効率や売り上げが向上させるという次の
ステージに進んでいます。

スマート⼯場への取り組みを考えている⽅にとって、参
考になる部分も多かったのではないでしょうか。⾃社の
取り組みと照らし合わせて、より具体的イメージに結び
つけられるよう参考にしてみてください。
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インタビューを終えて 杉⼭より

柳瀬⽒、
インタビューご協⼒
ありがとうございました！

̶̶リーマンショックの影響により、主軸であるレンズ事業の収益が悪
化。検査⼯程には熟練の技術が必要であり、5年後、10年後を考えた場
合、技術継承に不安を抱いた⽐企光学様。

そのほか、若⼿の活⽤、若⼿とベ
テランのコミュニケーション強化
などの付加価値も実現されていま
す。⾮常に勉強になるお話をして
いただきました。

⽐企光学株式会社
TEL：0493-72-0874
所在地：埼⽟県⽐企郡⼩川町⻘⼭830番地



会社概要

会社名 株式会社ジャパン・エンダストリアル

代表取締役 杉⼭ 純⼀

設⽴ 2019年7⽉23⽇

営業所 〒108-0075
東京都港区港南１丁⽬９−３６アレア品川１３階

TEL：050-3503-8396

FAX：050-3510-9282

事業内容 ・製造業向けコンサルティング事業
・⼯場経営情報を扱うメディアの運営
・製造業向けITサービスの開発・運⽤

主要株主 杉⼭純⼀・REAPRA Ventures Pte. Ltd

顧問弁護⼠ ⾓元洋利（桃尾・松尾・難波法律事務所）

取引銀⾏ 群⾺銀⾏・みずほ銀⾏・三井住友銀⾏
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TEL  : 050-3503-8396
e-mail : info@emdustrial.com

h"ps://www.emdustrial.co.jp

株式会社ジャパン・エンダストリアル公式HP

相談受付中
公式LINEアカウント
左のQRを読み込むと、LINEで友達追加
できます。担当の者が応対いたします。
LINEをご利⽤でない⽅は、下記の電話番
号およびメールアドレスからもご相談い
ただけます。

https://www.emdustrial.co.jp/

